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収納対策を万全に！
増
え
る
歳
出
額
・
財
源
を
ど
う
確
保
す
る
か

コ
ス
ト
削
減
・
効
果
的
な
事
業
の
展
開
が
求
め
ら
れ
る

平成２７年度の主要事業

平
成
27
年
度
決
算
の
特
徴
は
、左
記
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
る

①
実
質
単
年
度
収
支
額

　

実
質
単
年
度
収
支
は
８
８
５
８

万
円
の
黒
字
と
な
っ
た
。
財
政
調
整

基
金
へ
の
１
２
３
万
円
を
積
み
立
て
、

基
金
残
高
は
７
億
２
６
６
３
万
円

(
平
成
27
年
度
末)

と
な
っ
た
。

②
財
政
健
全
化
判
断
比
率

　

財
政
健
全
化
法
に
基
づ
く
財
政

指
標
は
、
国
の
指
標
を
ク
リ
ア
し
て

お
り
、「
健
全
」
と
判
断
さ
れ
る
。

　

※
詳
細
は
５
ペ
ー
ジ
を
参
照

③
村
税

　

村
税
の
決
算
額
は
、
５
億
４
３
８

４
万
円
と
、
昨
年
度
よ
り
１
４
７
６

万
円
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。
主
な

税
目
の
構
成
を
み
る
と
、
固
定
資

産
税
が
３
億
７
３
４
６
万
円
と
も
っ

と
も
多
く
、
税
総
額
の
68
・
７
％

と
占
め
て
い
る
。
ま
た
村
民
税
が

１
億
１
７
８
万
円
で
税
総
額
の
18
・

６
％
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
２
税
目

で
村
税
全
体
の
87
・
３
％
を
占
め
て

い
る
。

徴
収
率
は
０・３
ポ
イ
ン
ト
減
少
と

な
っ
て
い
る
。

④
地
方
交
付
税
決
算
額

　

財
源
の
中
で
最
も
大
き
な
比
率

を
占
め
て
い
る
地
方
交
付
税
は
、
昨

年
度
よ
り
５
７
２
４
万
円
の
増
加
で
、

14
億
９
８
６
８
万
円
と
な
っ
た
。

用
語
解
説

○
財
政
健
全
化
判
断
比
率
と
は

　

①
実
質
赤
字
比
率
、
②
連
結

実
質
赤
字
比
率
、
③
実
質
公
債

費
比
率
、
④
将
来
負
担
比
率
の

４
つ
の
財
政
指
標
の
総
称
を
さ

し
ま
す
。

　

健
全
化
法
に
お
い
て
、
地
方

公
共
団
体
の
財
政
状
況
を
客
観

的
に
表
し
財
政
の
早
期
健
全
化

や
再
生
の
必
要
性
を
判
断
す
る

も
の
と
し
て
、
毎
年
、
前
年
度

の
決
算
に
基
づ
く
健
全
化
判
断

比
率
を
算
定
資
料
と
併
せ
、
監

査
委
員
の
審
査
に
か
け
た
後
、

議
会
に
報
告
し
、
公
表
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

○防災行政無線デジタル化事業	 ２億１５８９万円

○裏磐梯観光施設再整備事業（拠点駐車場・広場整備）	 ８５２７万円

○スポーツパーク桧原湖走路増改築工事	 ６４７４万円

○生活路線バス格上げ対策事業	 ２５００万円

○消防ポンプ車購入事業	 ２０８１万円

○学校施設改修事業（さくら小学校体育館改修工事）	 １３７７万円

○村道整備事業（松陽台・寺ノ前線）	 １０３０万円

○有害鳥獣対策事業	 ５７８万円
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▲住民へ安全安心な生活を届けるために新たな機器を整備（防災行政無線デジタル化事業）
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１３億６５８９万円

１４億  ４０４万円

１４億  ４４５万円

１３億  ３９８万円
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村税収入の推移地方交付税の推移
(億)

平　　成
２７年度
決　　算

健全財政の維持へ

ここが知りたい村の決算状況

～ 予算執行状況は適正と認定 ～

　村の財源の中で比較的大きな割合を占める地方交付税と村税収入。地方交付税の決算額は 14 億 9868 万円と

前年度より 4.0％の増加となった。また、村税の決算額は 5 億 4384 万円と前年度より 2.8％の増加となっている。
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会計別 説明

一般会計 基本的な行政運営を行うための会計

国民健康保険事業費特別会計 医者にかかったときの医療費の一部を援助するための会計

簡易水道事業費特別会計 水道を安全で安定的に使用してもらうための会計

特定環境保全下水道事業特別会計 北山、大塩、裏磐梯地区の下水道維持管理のための会計

簡易排水施設事業特別会計 小野川地区の下水道維持管理のための会計

農業集落排水事業特別会計 早稲沢、金山、桧原地区の下水道維持管理のための会計

介護保険料事業特別会計
（保険事業勘定）

介護の必要となった方を対象に、介護サービスの給付を行う
ための会計（勘定）

介護保険料事業特別会計
（介護サービス事業勘定）

要支援の認定を受けた方を対象に、村直営でサービス計画
（ケアプラン）を提供するための会計（勘定）

後期高齢者医療特別会計 高齢者の医療費に係る保険料を管理するための会計

審　議
結　果

財
政「
健
全
」と
判
断
も
さ
ら
な
る
改
善
を

～
適
正
な
財
政
運
営
に
努
め
よ
～

平成２７年度　一般会計決算
（歳入）
３６億１２１７万円

各会計の用語解説

（歳出）
３３億３９８７万円

その他（依存財源）2.6%

村債 19.0%

県支出金 4.4%

国庫支出金 5.6%

地方交付税 41.5%

繰出金 11.3%

その他 4.9%

補助費等 15.0%

維持補修費 3.2%

物件費 13.1%

普通建設事業費 20.9%

公債費 11.8%

扶助費 4.7%

人件費 15.1%

その他（自主財源）2.9%

繰越金 6.0%

繰入金 2.9%

村税 15.1% 
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決 

算 

監 

査 

意 

見

平成 27 年度各会計決算状況 ※関連記事　6・7ページ参照

※関連記事2ページ参照

財
源
の
確
保
へ 

よ
り
一
層
の
徴
収
強
化
を
！

一  

般  

会  

計

総 

合 

意 

見

○
決
算
額
に
つ
い
て

　

平
成
27
年
度
の
一
般
会
計
決

算
額
は
、
歳
入
36
億
１
２
１
７
万

円
、
歳
出
33
億
３
９
８
７
万
円
で
あ

り
、
前
年
度
と
比
較
す
る
と
、
歳

入
１
億
４
８
８
５
万
円
、
４・３
％
、

歳
出
９
４
６
６
万
円
、
２・
９
％
の

増
加
と
な
っ
た
。

　

実
質
公
債
費
比
率
は
、10
・
１
％

で
前
年
度
よ
り
０
・
６
ポ
イ
ン
ト

減
少
し
た
。

　

前
年
度
の
財
政
力
指
数
は
０
・

２
６
で
あ
っ
た
が
、
本
年
は
０
・

２
５
に
な
り
、
０
・
０
１
減
少
指

数
と
な
っ
た
。

　

経
常
収
支
比
率
に
つ
い
て
も
本

年
度
は
、
８
2
・
９
％
と
な
り
、

今
後
も
健
全
財
政
に
む
け
て
努
め

ら
れ
た
い
。

○
一
般
会
計

　

村
税
徴
収
率
を
前
年
度
比
率
か

ら
見
る
と
現
年
度
分
０・
２
％
の
減

少
、
滞
納
繰
越
分
は
２・
２
％
の
減

少
で
、
財
源
確
保
の
観
点
か
ら
も
よ

り
一
層
の
徴
収
強
化
に
努
め
る
事
を

望
み
ま
す
。
ま
た
、
予
算
執
行
状

況
は
有
効
適
正
で
あ
る
こ
と
は
認
め

る
が
、
健
全
財
政
を
確
保
す
る
観

点
か
ら
も
事
務
の
効
率
化
と
経
費

節
減
、
各
事
業
の
適
正
な
財
政
運

営
の
改
善
を
図
る
事
を
求
め
ま
す
。

○
特
別
会
計

　

各
会
計
に
お
い
て
様
々
な
要
因

は
あ
る
が
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
が
必
要

で
あ
り
、
今
後
さ
ら
に
徴
収
担
当

課
を
中
心
に
業
務
担
当
課
と
連
携

し
徴
収
率
の
向
上
を
図
り
健
全
会

計
に
努
め
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

監査意見を述べる

代表監査委員

武 藤 義 憲　氏

※関連記事
　１４ページを参照

平成２７年度一般会計における健全化判断比率
実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

一般会計の赤字額が標準
財政希望に占める割合

実質赤字額が標準財政規
模に占める割合

全会計の償還額が標準財
政規模に占める割合

将来一般会計から負担さ
れると想定される金額等
が標準財政規模に占める

割合

北塩原村 － － 10.1% 34.8%

基
準

早期健全 15% 20% 25% 350%

財政再建 20% 30% 35% －

会計別 歳入 歳出 議決の内容

一般会計 36 億 1217 万円 33 億 3987 万円 可決（賛成 7：反対 1）

国民健康保険事業費特別会計 5 億 2391 万円 4 億 9637 万円 可決（全員賛成）

簡易水道事業費特別会計 1 億 1132 万円 1 億 1022 万円 可決（全員賛成）

特定環境保全下水道事業特別会計 4 億 494 万円 4 億 361 万円 可決（全員賛成）

簡易排水施設事業特別会計 321 万円 316 万円 可決（全員賛成）

農業集落排水事業特別会計 6675 万円 6644 万円 可決（全員賛成）

介護保険事業特別会計（保険事業勘定） 3 億 1317 万円 3 億 671 万円 可決（全員賛成）

介護保険事業特別会計（介護サービス事業勘定） 129 万円 129 万円 可決（全員賛成）

後期高齢者医療特別会計 2562 万円 2562 万円 可決（全員賛成）
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任
期
満
了
に
伴
う
北
塩
原
村
長

選
挙
が
８
月
28
日
に
行
わ
れ
、
遠

藤
和
夫
議
員
が
立
候
補
し
８
月
23

日
付
け
で
公
職
選
挙
法
第
90
条
に

伴
い
、
辞
職
と
な
り
ま
し
た
。

　

村
議
会
は
９
名
で
の
再
ス
タ
ー

ト
な
り
９
月
定
例
会
で
、
経
済
厚

生
常
任
委
員
会
、
議
会
広
報
調
査

特
別
委
員
会
の
構
成
が
再
編
成
さ

れ
ま
し
た
。

◎
委
員
長	

五
十
嵐 

正 

典

○
副
委
員
長	

遠 

藤
　
祐 

一

 

・
委
　
　
員	

小
　
椋
　  

眞

 

・
委
　
　
員	

蟹 

巻
　
尚 

武

※
総
務
文
教
常
任
委
員
会
に
は
変

　
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
委
員
長	

若 

林
　
幸 

子

○
副
委
員
長	

蟹 

巻
　
尚 

武

 

・
委
　
　
員	

五
十
嵐 

力 

雄

 

・
委
　
　
員	

五
十
嵐 

正 

典

 

・
委
　
　
員	

大 

竹
　
良 

幸

一
般
会
計
決
算
に
賛
成
・
反
対
の
意
見
表
明

一
般
会
計
補
正
予
算
案
に

反
対
の
意
見
表
明

一般会計及び補正予算審議内容 
【 

反 

対 

討 

論 

】

健
康
増
進
施
設
ラ
ビ
ス
パ
裏
磐

梯
は
、
村
の
施
設
で
は
あ
る
が
第

三
セ
ク
タ
ー
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い

る
。そ

の
施
設
が
赤
字
運
営
で
あ
る

に
も
関
わ
ら
ず
、
見
直
し
を
か
け

ず
に
村
税
を
つ
か
っ
て
補
助
し
て
い

る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
よ
っ
て

反
対
討
論
と
し
ま
す
。

【 

反 

対 

討 

論 

】

エ
ミ
ュ
ー
の
飼
育
に
関
し
て
明
確

な
目
的
が
設
定
さ
れ
て
い
な
い
。
飼

育
に
係
る
経
費
に
つ
い
て
も
デ
ー
タ

が
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
地
域
住
民
へ

の
周
知
も
徹
底
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
の
新
規
事
業
を
開
始
す
る
前

に
前
回
の
企
業
誘
致
の
件
を
整
理

し
、
そ
の
後
、
エ
ミ
ュ
ー
飼
育
に
関

し
て
き
ち
ん
と
経
常
経
費
の
詳
細

や
事
業
目
的
の
明
確
化
、
飼
育
に

関
す
る
安
全
面
の
確
保
、
地
域
住

民
へ
の
周
知
と
い
っ
た
段
階
を
踏
ん

で
行
う
べ
き
と
考
え
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
補
正
予
算
案
に
反
対
し
ま
す
。

村
民
の
健
康
増
進
を
図
る
施
設

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
当
施
設

は
、
監
査
も
受
け
、
そ
の
結
果
適

正
と
判
断
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
後
も
村
民
の
福
祉
向
上
施
設
と

し
て
維
持
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
か

ら
賛
成
討
論
と
し
ま
す
。

【 

賛 

成 

討 

論 

】

9 月定例会
あ ら ま し

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

　

９
月
定
例
会
は
９
月
12
日
か
ら
15
日
ま
で
の
４
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
日
目
に
、村
長
招
集
あ
い
さ
つ
並
び
に
提
案
理
由
の
説
明
、諸
般
の
報
告
を
行
い
、そ
の
後
、契
約
１
件
を
審
議
し
可
決
し
ま
し
た
。

一
般
質
問
で
は
３
名
の
議
員
が
村
政
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
平
成
27
年
度
の
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の
決
算
認
定
、
平
成
28
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
補
正
予
算
案
に
つ
い

て
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

３
日
目
に
は
常
任
委
員
会
を
開
催
し
、
付
託
さ
れ
た
案
件
、
議
案
等
の
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
最
終
日
に
各
議
案
に
つ
い
て
の
質
疑
、
討
論
、
採
決
を
行
い
全
議
案
に
つ
い
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

決まりました！

反対意見を述べる
小　椋　　元　議員

反対意見を述べる
小　椋　　眞　議員

賛成意見を述べる
五十嵐　力雄　議員

赤
字
経
営
の
施
設
に

　
　
見
直
し
を
求
め
る

新
規
事
業
の
展
開
は
段
階
を

　
　
経
て
慎
重
を
期
す
べ
き

村
民
の
福
祉
向
上
図
る

　
施
設
は
維
持
す
べ
き

よ
り
よ
い
議
会
へ

　
　
内
部
を
再
編
成
！

広
報
調
査
特
別
委
員
会

経
済
厚
生
常
任
委
員
会
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代
表
監
査
委
員
の
武
藤
義
憲
氏

が
任
期
満
了
を
迎
え
、
第
６
回
定

例
会
に
お
い
て
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

【
　
任
　
期
　
】

　

平
成
28
年
９
月
25
日
か
ら

　

4
年
間
で
す
。

　

第
６
回
定
例
会
に
お
い
て
、

五
十
嵐
房
子
氏
が
教
育
委
員
に
任

命
さ
れ
ま
し
た
。

【
　
任
　
期
　
】

　

平
成
28
年
10
月
１
日
か
ら

　

４
年
間
で
す
。

平成２８年第６回北塩原村議会定例会審議結果一覧

定例会ではこんなことが

武藤　義憲氏五十嵐　房子氏

適
正
財
政
の
監
視
役
を
担
う

代
表
監
査
委
員
再
任
！

地
方
教
育
の
サ
ポ
ー
ト
役
を

　
　
　
新
た
に
任
命
！

【報告第 5 号】平成 27 年度健全化判断比率及び資金不足比率の報告について	 【可　決】

【議案第 48 号】裏磐梯拠点駐車場休憩所・トイレ新築工事請負契約について	 【可　決】

【議案第 49 号】平成 27 年度北塩原村一般会計歳入歳出決算認定について	 （賛成 7：反対 1）【可　決】

【議案第 50 号】平成 27 年度北塩原村国民健康保険事業費特別会計歳入歳出決算認定について	 【可　決】

【議案第 51 号】平成 27 年度北塩原村簡易水道事業費特別会計歳入歳出決算認定について	 【可　決】

【議案第 52 号】平成 27 年度北塩原村特定環境保全下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について	 【可　決】

【議案第 53 号】平成 27 年度北塩原村簡易排水施設事業特別会計歳入歳出決算認定について	 【可　決】

【議案第 54 号】平成 27 年度北塩原村農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について	 【可　決】

【議案第 55 号】平成 27 年度北塩原村介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について	 【可　決】

【議案第 56 号】平成 27 年度北塩原村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について	 【可　決】

【議案第 57 号】平成 28 年度北塩原村一般会計補正予算（第４号）	 （賛成 7：反対 1）【可　決】

【議案第 58 号】平成 28 年度北塩原村簡易水道事業費特別会計補正予算（第１号）	 【可　決】

【議案第 59 号】平成 28 年度北塩原村特定環境保全下水道事業特別会計補正予算（第２号）	 【可　決】

【議案第 60 号】平成 28 年度北塩原村農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）	 【可　決】

【議案第 61 号】平成 28 年度北塩原村介護保険事業特別会計補正予算（第１号）	 【可　決】

【議案第 62 号】監査委員の選任について	 【同　意】
　　　　　　　○　代表監査委員　武 藤 義 憲　氏　

【議案第 63 号】教育委員会委員の任命について	 【同　意】
　　　　　　　○　教 育  委 員　五十嵐 房 子  氏
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このように使われます！！
村づくりを「着実」に実行！

９月定例会の主な補正内容

▲【写真】関係機関と連携し緊急時に備えた対応策が急務

３３万円
○磐梯山ハザードマップデータ作成（磐梯山火山防
災連絡会）に係る経費負担金

ため池ハザードマップ作成業務委託

▲【写真】地域住民へ災害時に備え危険箇所を周知せよ

６５万円
○ため池（館山・上川前）の被災に備えるハザー
ドマップの作成経費

個人番号カード発行業務委託

▲【写真】行政サービスの向上・効率化を図る

７５万円
○個人番号カード発行枚数増加見込みによる委託費
の増額

磐梯山火山防災連絡会議負担金
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住んでよかったと「実感」できる
今回議決された一般会計補正予算は

桧原湖マラソン準備委員会補助金

▲【写真】安全安心な合宿地としてＰＲする新たな試みに期待

１５０万円
○風評被害払拭・安心安全のＰＲ・合宿地としての
知名度アップを図るため観光協会を中心に桧原湖
マラソン準備委員会設置に係る準備経費。

※マラソン大会及び委員会の名称は仮名称。

役場庁舎夜間等警備業務委託

▲【写真】警備委託後における夜間の住民対応をどのようにするのか

２９５万円
○夜間における役場庁舎警備を警備会社に委託す
る経費

エミュー飼育管理業務委託

▲【写真】地域住民との連携で村の新規産業の起爆剤となるか

５９万円

○村の活性課や課題解決の一環として東京農業大学
との共同研究により、試験的に借り受け川前地区
に飼育委託するための経費

エミュー飼育用施設建設工事

３５３万円
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１　遠藤　祐一　議員　・・・・・・・・・・・１１
　○農産物の鳥獣被害対策について
　○地域おこし協力隊について

　○北塩原村農業振興計画書について

２　小椋　　元　議員　・・・・・・・・・・・１２
　○三期目に向けた村政執行について

３　若林　幸子　議員　・・・・・・・・・・・１３
○ラビスパの運営について
○長寿祝金・敬老会事業について

村
政
を
質
す

３
人
の
議
員
が
一
般
質
問

ズバリ ! !

議
員
が
村
の
行
政
全
般
に
つ
い
て
、
事
務
の
執
行
状
況
や

将
来
の
方
針
等
に
つ
い
て
の
所
信
や
疑
問
を
た
だ
す
こ
と
で
、

報
告
や
説
明
を
求
め
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

一
般
質
問
と
は
？

あなたも議会傍聴に来てみませんか？
次回定例会は１２月上旬頃 開会予定です。

議会傍聴、議会だよりのお問い合わせは議会事務局まで。
ＴＥＬ：（２３）３２６３　ＦＡＸ：（２５）７３５８
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サ
ル
が
10
頭
、
イ
ノ
シ
シ
は
捕
獲
さ

れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

問緊
急
時
に
備
え
た
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
作
成
や
被
害
を
減
少
さ
せ

る
た
め
の
対
策
は
と
ら
れ
て
い

る
の
か
。

答
（
農
林
課
長
）

　

簡
易
的
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
作
成

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
関
係

各
課
及
び
機
関
と
連
携
を
し
て
緊

急
時
に
備
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
の
対
策
に
つ
い
て

は
先
進
事
例
や
県
、
近
隣
市
町
村

か
ら
の
情
報
を
も
と
に
効
果
的
な

施
策
を
講
じ
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
．農
業
振
興
計
画
書
が
示
す

　
　

将
来
的
な
目
標
は
何
か

Ａ
．農
業
の
持
続
的
発
展
の
た
め

　
　

振
興
公
社
を
設
立
し
た
い

問計
画
書
の
内
容
に
将
来
的
な

目
標
と
計
画
が
記
さ
れ
て
い
な

い
が
、
ま
ず
基
本
的
な
計
画
を

た
て
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
（
農
林
課
長
）

　

将
来
的
に
は
、
農
業
振
興
公
社

を
設
立
し
、
新
規
雇
用
の
確
保
、

Ｑ
．増
加
す
る
鳥
獣
被
害

　
 

今
後
の
対
策
は
い
か
に

Ａ
．先
進
事
例
に
習
い

　

 

効
果
的
な
対
策
を
講
じ
る

問現
在
ま
で
の
鳥
獣
被
害
状
況

は
ど
う
か
。

答
（
農
林
課
長
）

北
山
・
大
塩
地
区
で
ジ
ャ
ガ
イ

モ
や
か
ぼ
ち
ゃ
な
ど
約
30
ア
ー
ル
、

桧
原
裏
磐
梯
地
区
で
と
う
も
ろ
こ

し
や
そ
ば
な
ど
約
30
ア
ー
ル
、
そ

の
他
も
含
め
る
と
全
体
に
し
て
約

１
０
０
ア
ー
ル
と
把
握
し
て
い
ま
す
。

問今
年
度
の
鳥
獣
捕
獲
件
数
は

い
く
ら
か
。

答
（
農
林
課
長
）

８
月
末
現
在
、
ク
マ
が
25
頭
、

荒
廃
農
地
解
消
、
技
術
・
加
工
品

開
発
と
い
っ
た
活
性
化
に
繋
げ
る

も
の
と
し
、
第
５
次
総
合
振
興
計

画
の
策
定
に
間
に
合
う
よ
う
に
ま

と
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問計
画
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る

新
規
事
業
等
を
村
民
に
ど
の
よ

う
に
周
知
し
て
連
携
し
て
い
く

の
か
。

答
（
農
林
課
長
）

村
民
の
方
々
に
広
く
周
知
で
き
る

よ
う
な
機
会
を
多
く
つ
く
り
、
関
係

機
関
と
連
携
し
フ
ォ
ー
ラ
ム
等
に
よ

り
理
解
を
深
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

Ｑ
．地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

　

 

活
動
成
果
と
目
標
は

　

 

な
に
か

Ａ
．培
っ
た
経
験
活
か
し

　
　

村
民
の
活
動
を

　
　

活
発
に
す
る

問地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動

に
対
し
て
関
係
各
課
連
携
し
て
、

行
っ
て
い
る
の
か
。

答
（
総
務
企
画
課
長
）

隊
員
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ

て
、
関
係
課
で
相
談
・
連
携
し
て

い
ま
す
。
今
後
も
隊
員
と
関
係
課

の
連
携
を
と
り
な
が
ら
活
動
を
進

め
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

問隊
員
の
方
々
は
、
地
域
住
民

と
協
力
し
て
活
力
あ
る
村
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
る
が
、
村
と

し
て
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
く
の
か
。

答
（
総
務
企
画
課
長
）

隊
員
の
方
々
が
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー

マ
を
持
ち
活
動
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
を
村
で
は
、
協
力
隊
の

方
々
の
活
動
の
幅
が
広
が
る
よ
う
、

村
と
し
て
も
再
確
認
し
、
打
ち
合

わ
せ
を
行
い
な
が
ら
必
要
な
指
導

に
役
立
て
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
般
質
問
❶

▲【写真】地域活性化に向け取り組んでいます

遠
藤 

祐
一
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一
般
質
問
❷

Q. 赤字施設の利活用はどのように
　 進めるのか

A. 運営方法の見直しで魅力ある
　 村づくりへ改善を図る

小
椋 

元

問多
額
の
費
用
を
投
じ
て
建
設

し
た
健
康
増
進
施
設
ラ
ビ
ス
パ

裏
磐
梯
の
今
後
の
運
営
方
針
は

ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

答
（
村
長
）

同
施
設
は
、
若
者
の
雇
用
の

確
保
や
福
祉
向
上
、
災
害
時
の

避
難
場
所
な
ど
と
し
て
重
要
な

施
設
で
あ
る
た
め
、
必
要
な
見

直
し
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問若
者
が
村
に
残
れ
る
よ
う
雇

用
の
確
保
と
し
て
の
目
的
か
ら

外
れ
て
い
る
が
、
現
在
の
状
況

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
（
総
務
企
画
課
長
）

同
施
設
の
み
で
見
ま
す
と
、

雇
用
は
平
成
28
年
４
月
１
日
現

在
、
19
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問そ
の
雇
用
に
係
る
人
件
費
の

財
源
は
ど
こ
か
ら
支
出
さ
れ
て

い
る
の
か
。

答
（
総
務
企
画
課
長
）

施
設
の
売
上
げ
か
ら
支
出
さ

れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

度
は
６
万
４
０
５
７
人
と
、
プ

ラ
ス
21
・
９
％
の
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。

問村
民
の
入
館
者
数
は
ど
の
位

い
る
の
か
。

答
（
総
務
企
画
課
長
）

平
成
27
年
度
の
村
民
の
入
館

者
数
は
２
４
３
６
人
で
、
３
・

８
％
の
割
合
で
す
。

問住
民
の
利
用
も
少
な
く
、
若

者
定
住
に
も
繋
が
っ
て
い
な
い

中
、
こ
の
施
設
を
維
持
す
る
必

要
性
は
あ
る
の
か
。

答
（
村
長
）

村
内
で
の
利
用
は
少
な
い
か

も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
合
宿
で
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
や
地
域
住

民
の
避
難
場
所
、
福
祉
向
上
施

設
と
し
て
必
要
不
可
欠
な
施
設

と
認
識
し
て
い
る
の
で
、
皆
さ

ん
か
ら
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら

運
営
方
針
の
見
直
し
を
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問こ
の
事
業
は
当
初
、
独
立
採

算
制
を
と
っ
て
い
け
る
よ
う
進

め
て
き
て
い
た
は
ず
だ
が
、
現

在
、
そ
れ
が
出
来
て
い
な
い
の

で
は
な
い
か
。

答
（
村
長
）

以
前
よ
り
、
指
定
管
理
料
と

し
て
村
が
施
設
へ
支
払
い
、
そ
の

中
で
人
件
費
等
の
や
り
く
り
を

行
っ
て
い
ま
す
。

問こ
の
施
設
の
費
用
対
効
果
等
、

入
館
者
数
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

答
（
総
務
企
画
課
長
）

平
成
26
年
度
の
入
館
者
数
は

５
万
２
５
４
０
人
、
平
成
27
年▲【写真】村の重要施設として今後の運営方法の見直しが求められる
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問温
泉
健
康
増
進
施
設
の
費
用

対
効
果
が
見
ら
れ
な
い
が
民
間

へ
の
委
託
は
考
え
て
い
な
い
の

か
。

答
（
総
務
企
画
課
長
）

同
施
設
は
、
指
定
管
理
者
制

度
に
よ
り
、
議
決
い
た
い
だ
い
た

も
の
で
、
期
間
で
あ
る
５
年
間

は
現
在
の
ま
ま
運
営
し
て
い
き

ま
す
。

問物
産
館
に
お
い
て
村
独
自
の

お
も
て
な
し
や
、
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
（
商
工
観
光
課
長
）

物
産
館
も
指
定
管
理
者
制
度

に
よ
り
、
ラ
ビ
ス
パ
が
管
理
し
て

い
る
た
め
、
管
理
者
と
協
議
し

進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問道
の
駅
も
同
様
に
、
現
状
維

持
で
は
な
く
、
サ
ー
ビ
ス
向
上

や
施
設
内
の
再
整
備
と
い
っ
た

見
直
し
は
し
な
い
の
か
。

答
（
農
林
課
長
）

道
の
駅
に
お
い
て
も
物
産
館

同
様
、
指
定
管
理
者
制
度
に
よ

り
ラ
ビ
ス
パ
へ
管
理
を
委
託
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
修
繕
等
と
い
っ

た
再
整
備
に
つ
い
て
は
随
時
対

応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

問長
寿
祝
金
の
支
給
方
法
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
（
住
民
課
長
）

長
寿
祝
金
は
75
歳
か
ら

１
０
０
歳
ま
で
贈
呈
し
て
お
り

75
歳
か
ら
95
歳
ま
で
の
方
は
５

歳
ご
と
の
節
目
に
贈
呈
し
て
い

ま
す
。

１
０
０
歳
の
方
は
そ
の
誕
生

日
に
賀
状
と
祝
金
を
贈
呈
し
て

い
ま
す
。

問長
寿
祝
金
の
支
給
方
法
に
つ

い
て
高
齢
者
が
喜
ぶ
よ
う
毎
年

の
支
給
へ
見
直
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

▲【写真】進む高齢化の中できめ細かな福祉政策が急がれる

若
林 

幸
子

答
（
住
民
課
長
）

平
成
22
年
度
に
制
度
見
直
し

を
か
け
福
祉
向
上
を
図
り
現
在

に
至
っ
て
お
り
、
現
段
階
で
は
見

直
し
に
つ
い
て
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

問今
後
も
見
直
す
予
定
は
な
い

か
。答

（
村
長
）

必
要
に
応
じ
見
直
し
は
必
要

か
と
思
い
ま
す
が
、
現
段
階
で
長

寿
祝
金
は
こ
れ
ま
で
同
様
に
支

給
し
そ
の
他
に
き
め
細
か
な
福

祉
政
策
を
展
開
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

問長
寿
祝
金
の
支
給
実
績
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
（
住
民
課
長
）

平
成
27
年
度
に
つ
い
て
は
、

１
２
３
名
で
内
、
１
０
０
歳
の

賀
寿
の
方
が
１
名
い
ま
す
の
で
通

常
の
敬
老
祝
金
は
１
２
２
名
で

合
計
２
２
６
万
円
。

今
年
度
は
１
０
０
歳
、
賀
寿

の
方
が
お
ら
ず
、
通
常
の
敬
老

祝
金
の
方
の
み
で
１
１
８
名
、
合

計
２
２
８
万
５
千
円
に
な
り
ま

す
。

Q. 株式会社ラビスパの運営方法について
　 見直すべきではないのか

A. 農業と観光振興発展の中核施設へ
　 向け利用者満足度を向上させる

Ｑ
．敬
老
会・長
寿
祝
金
の
見
直
し
を
行
う
考
え
は
あ
る
か

Ａ
．現
段
階
で
の
見
直
し
は
考
え
て
い
な
い

一
般
質
問
❸
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『
編
集
後
記
』

　

村
民
の
皆
さ
ま
、
秋
も
深

ま
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
体

調
の
ほ
ど
お
変
わ
り
あ
り
ま

せ
ん
か
。

　

村
議
会
は
８
月
に
実
施
さ

れ
た
村
長
選
挙
に
よ
り
１
名

欠
員
と
な
り
、
議
会
内
部
の

再
編
成
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

広
報
委
員
会
に
お
い
て
も

副
委
員
長
を
新
た
に
選
任
し
、

新
体
制
と
し
て
皆
さ
ま
へ
議

会
活
動
を
よ
り
身
近
な
も
の

と
し
て
、
分
か
り
や
す
く
お

伝
え
し
て
い
け
る
よ
う
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、「
議

会
」
に
対
す
る
率
直
な
ご
意

見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

委
員
一
同

〈
今
月
の
表
紙
〉

９
月
17
日
に
村
役
場
に
て
、

き
た
し
お
ば
ら
交
流
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
６
が
開
催
さ
れ
、
会
場

は
来
場
者
で
賑
わ
い
、
世
代
間
・

地
域
間
で
の
交
流
を
深
め
て
い

ま
し
た
。

編
集
委
員

委

員

長

若

林

幸

子

副
委
員
長

蟹

巻

尚

武

委

員

五
十
嵐
力
雄

委

員

五
十
嵐
正
典

委

員

大

竹

良

幸

10
月
13
日
に
会
津
耶
麻
議
長
会

（
磐
梯
町
・
猪
苗
代
町
、
西
会
津

町
で
当
村
）
主
催
の
研
修
会
が
西

会
津
町
で
開
催
さ
れ
、
各
自
治
体

の
事
例
を
挙
げ
な
が
ら
、
さ
ら
な

る
議
会
向
上
を
図
ろ
う
と
活
発
な

意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
運
営
の
向
上
目
指
し

４
町
村
合
同
で
研
修
会
実
施

健全な村へ事務執行の是正！
～適正な事務処理を求め調査終了〜

第
５
回
臨
時
会
に
て
報
告

６
月
10
日
に
設
置
さ
れ
た
百
条
委
員
会
は
７
月
26
日
の
第
５
回
臨
時
会
に
お
い
て
調
査
報

告
を
し
た
が
議
会
の
総
意
で
は
な
い
と
否
決
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
村
長
の
不
信
任
決
議
案
も
提
出
さ
れ
た
が
否
決
と
な
っ
た
。

　

詳
細
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

１
．
委
員
会
設
置
の
経
緯

　

今
委
員
会
は
、
月
刊
情
報
誌
が
報
道

し
た
「
健
康
増
進
施
設
の
社
員
に
よ

る
横
領
事
件
」
の
真
相
解
明
を
目
的
に

設
置
し
た
特
別
委
員
会
で
あ
り
、
議
長

を
除
く
９
名
の
議
員
に
よ
り
地
方
自
治

法
第
１
０
０
条
を
適
用
し
た
委
員
会
で

あ
っ
た
。

２
．
調
査
方
法
及
び
証
言
結
果

　

委
員
会
で
は
、
真
相
解
明
の
た
め
、

今
事
件
関
係
者
に
証
人
喚
問
を
実
施
し

た
。
喚
問
の
結
果
は
証
言
内
容
の
み
で

十
分
解
明
さ
れ
た
と
は
言
え
な
い
も
の

の
、
一
定
の
成
果
と
隠
蔽
の
事
実
確
認

が
出
来
た
。

３
．
委
員
会
開
催
日

・
第
１
回　

６
月
15
日

・
第
２
回　

６
月
24
日

・
第
３
回　

７
月
5
日

・
第
４
回　

７
月
6
日

・
第
５
回　

７
月
19
日

・
第
６
回　

７
月
26
日

４
．
責
任
を
求
め
る
行
為

○
㈱
ラ
ビ
ス
パ
の
社
員
に
よ
る
業
務
上

横
領
の
隠
蔽
を
認
め
て
い
る
。

○
業
務
上
横
領
に
も
関
わ
ら
ず
就
業
規

則
に
よ
る
懲
罰
を
行
っ
て
い
な
い
。

○
取
締
役
会
等
の
機
関
会
議
に
報
告
を

し
て
い
な
い
。

○
個
人
的
貸
付
に
も
関
わ
ら
ず
業
務
中

に
返
済
業
務
を
行
わ
せ
て
い
た
。

○
個
人
的
貸
付
に
も
関
わ
ら
ず
公
職
名

刺
を
使
用
し
て
い
た
。

５
．
委
員
会
裁
定

　

㈱
ラ
ビ
ス
パ
の
社
員
に
よ
る
業
務
上

横
領
に
つ
い
て
、
事
実
を
隠
蔽
し
た
こ

と
は
地
方
自
治
体
の
事
務
執
行
の
基
本

か
ら
大
き
く
逸
脱
し
て
お
り
極
め
て
不

適
切
で
あ
っ
た
。

　

今
報
道
に
よ
り
多
く
村
民
が
村
政
に

対
す
る
失
望
を
抱
え
る
と
共
に
、
県

内
外
の
多
く
の
方
々
へ
の
信
用
を
失
墜

し
、
計
り
知
れ
な
い
損
害
を
も
た
ら
し

た
。
よ
っ
て
厳
重
な
る
責
任
を
求
め
る

も
の
が
妥
当
と
判
断
し
た
。

▲【写真】議会運営の向上を目指す


